
施
政
方
針

令
和
８
年
第
１
回
錦
江
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
新
田
敏
郎
町
長
が

示
し
た
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針
。
錦
江
町
の
指
針
と
し
て
取
り
組
む

事
業
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

第
３
次
錦
江
町
総
合
振
興
計
画
で

掲
げ
た
ま
ち
の
基
本
理
念
「
す
べ
て

の
人
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
」
人
と

人
、
人
と
ま
ち
、
人
と
自
然
の
共
生

し
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
５
つ
の
政

策
の
柱
を「
働
く
世
代
の
元
気
」、「
子

ど
も
の
元
気
」、「
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
元
気
」、「
自
然
・
環
境
の
元
気
」、

「
地
域
の
元
気
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

錦
江
町
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
「
働

く
世
代
」「
子
ど
も
」「
高
齢
者
・
障

が
い
者
」
と
、
錦
江
町
が
誇
る
豊
か

な
「
自
然
・
環
境
」
が
、
と
も
に
元

気
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
行
う
こ
と
で
「
地
域
」
全
体
の
活

力
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

令和 8年度
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

特 集

施政施 政
方 針方 針

◉
「
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
」
な

ど
を
活
用
し
た
農
業
を
担
う
人
材
育
成

◉
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
経
営
力
強
化
の
た

め
の
新
技
術
の
情
報
や
学
習
の
機
会
の
提
供

◉
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
な
ど
の
対
策
と
し
て

の
土
層
や
排
水
対
策
等
の
改
良
事
業
の
支
援

◉
優
良
繁
殖
雌
牛
の
更
新
支
援
、
高
栄
養
価

粗
飼
料
の
増
産
と
給
餌
後
の
栄
養
状
況
を
検

証
す
る
実
証
事
業
を
引
き
続
き
実
施

◉
有
機
栽
培
茶
の
需
要
拡
大
に
伴
う
認
証
取

得
の
支
援
、
有
利
販
売
に
向
け
た
関
係
機
関

と
の
連
携

◉
「
錦
江
町
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
協
同
組

合
」
と
連
携
し
た
事
業
の
拡
大

◉
「
錦
江
町
重
点
支
援
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

事
業
」
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
事
業
創
出
の

支
援

◉
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
と
も
に
暮

ら
し
て
い
け
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

働
く
世
代
の
元
気

施 政施 政
方 針方 針

◉
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
移
住
や
二
拠
点
生
活
に

繋
が
る
取
組
の
実
施
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
連

携
し
た
新
た
な
商
品
開
発

◉
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
入
居
企
業
と
の
連

携
強
化
、
新
た
な
事
業
創
出

◉
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
、
生
活
の
質

の
向
上
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る

◉
子
育
て
支
援
住
宅(

神
川
地
区)

の
建
設

着
手

◉
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
、
町
の
魅
力
発
信

◉
小
中
学
生
の
各
種
教
材
費
、
修
学
旅
行
バ

ス
代
等
の
補
助
、
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し

た
「
で
ん
し
ろ
う
奨
学
金
制
度
」
に
よ
る
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

◉
保
育
園
留
学
・
山
村
留
学
に
よ
る
交
流
人

口
の
創
出

◉
限
ら
れ
た
地
域
資
源
の
中
で
「
じ
ぶ
ん
ゴ

ト
」
と
し
て
課
題
を
認
識
し
、
挑
戦
で
き
る

子
ど
も
の
元
気

施 政施 政
方 針方 針

施政方針＆予算特
集

は
、
前
年
度
比
５
億
１
９
８
８ 

万
円

（
６
・５
％
）
増
の 

84 

億
８
６
２
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

税
収
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
平

で
公
正
な
税
の
賦
課
と
納
付
指
導
、

収
納
率
の
向
上
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
に

あ
っ
て
も
、
や
り
く
り
を
さ
れ
な
が

ら
、
町
税
を
完
納
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
の
納
税
意
識
を
大
切
に

し
、
更
な
る
公
正
・
公
平
を
保
つ
取

組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
延
伸
と
生
き
が
い
づ
く
り

◉
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
た

障
が
い
者
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
支
援
体
制

の
充
実

◉
「
生
き
づ
ら
さ
働
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
て

い
る
障
が
い
者
の
一
般
就
労
へ
の
雇
用
促
進

◉
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
錦
江
町
づ
く
り

に
向
け
た
取
組
内
容
の
充
実

◉
公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、

災
害
時
に
も
配
慮
し
た
支
援
体
制
の
強
化

◉
「
下
駄
履
き
ヘ
ル
パ
ー
制
度
」
活
動
組
織

へ
の
継
続
的
な
支
援
、
制
度
の
充
実
と
定
着

◉
だ
れ
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
優
し
い

歩
道
づ
く
り
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
要
望

◉
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
設
立
、
計

画
の
策
定
に
よ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
改
善

◉
地
域
資
源
の
適
正
な
保
全
管
理
に
係
る
共

同
活
動
の
支
援
継
続

◉
「
空
き
家
解
体
撤
去
補
助
事
業
」
の
事
業

◉
ア
ニ
メ
と
観
光
地
を
関
連
付
け
た
事
業
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
着
目
し
た
事
業
の
展
開
に

よ
る
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
創
出

◉
産
学
官
の
連
携
事
業
に
よ
る
特
産
品
の
開

発
や
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
掘
り
起
こ
し

◉
肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の
再
整
備
は
令
和

９
年
２
月
の
竣
工
に
向
け
、
引
き
続
き
南
大

隅
町
・
医
師
会
と
連
携

◉
必
要
性
や
優
先
度
に
応
じ
た
効
率
的
な
公

共
事
業
の
推
進

◉
国
道
２
６
９
号
の
湾
岸
道
路
・
防
災
道
路

整
備
の
要
望
強
化

◉
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
の
流
域
治
水
対
策
に
継
続
し
て
取
組

◉
避
難
所
開
設
訓
練
・
防
災
教
育
の
継
続
、

防
災
無
線
等
の
活
用
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
の
発
信

◉
地
上
式
消
火
栓
へ
の
改
修
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
１
台
の
更
新
、
池
田
分
団
の
消
防
車

庫
の
新
設
な
ど
消
防
力
の
充
実
強
化

※
主
な
も
の
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

延
長
、
補
助
率
及
び
補
助
上
限
額
の
引
き
上

げ
に
よ
る
安
心
で
快
適
な
住
環
境
整
備

◉
「
断
熱
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
中
心

と
し
た
環
境
教
育
の
実
施

◉
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
推
進
に
よ
る
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上

◉
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
安
定
稼
働
や
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築

◉
「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
」
に

よ
る
漁
場
環
境
の
整
備

◉
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
と
、
木

材
生
産
な
ど
の
経
済
活
動
の
両
立
を
目
指
し
、

森
林
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

◉
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
核
と

し
た
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

◉
伝
統
行
事
・
文
化
保
全
の
た
め
の
映
像
記

録
と
人
材
育
成

◉
地
域
資
源
の
魅
力
発
信
に
よ
る
観
光
地
へ

の
リ
ピ
ー
ト
来
訪
の
促
進

自
然
・
環
境
の
元
気

施 政施 政
方 針方 針

地
域
の
元
気

施 政施 政
方 針方 針

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
元
気

施 政施 政
方 針方 針

神川地区に１棟２戸（２階建）の子育
て支援住宅を整備し、若い世代の町内
定住を図ります。

令和９年２月の竣工、７月の開院を予定
しています。

肝属郡医師会立病院の再整備支援

子育て支援住宅事業（神川地区）

令和8年度の重点政策

施政方針＆予算
「すべての人が自分らしく幸せに」暮らせるまちを目指して

特
集

デジタル活用によって行政サービスを
抜本的に見直し、住民の利便性向上及
び業務改善を図ります。

書かない窓口システム導入事業

大根占小学校プール改修事業

花瀬レクリエーション村プールの劣化
した塗装面の補修や、安全対策の充実
を図り、観光客の誘客を促進します。

花瀬公園流水プール改修事業
世
界
基
準
の
人
材
育
成
を
目
指
し
た
各
世
代

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施

◉
Ａ
Ｉ
教
材
を
導
入
し
た
公
営
塾
の
運
営

◉
英
語
教
育
の
充
実

◉
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
妊

娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
伴
走
型
支
援

◉
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
積
極
的

な
活
用
、
小
学
生
の
給
食
費
無
償
化

◉
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
す
る
高
校
生

へ
定
期
券
購
入
費
用
の
一
部
助
成

◉
助
け
合
い
と
見
守
り
を
基
盤
と
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実

◉
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど

属
性
・
世
代
を
問
わ
な
い
、
重
層
的
支
援
体

制
の
構
築

◉
多
世
代
・
多
様
な
人
が
自
然
に
集
い
、
支

え
合
え
る
「
み
ん
な
の
居
場
所
づ
く
り
」
や

地
域
サ
ロ
ン
活
動
の
促
進
に
よ
る
健
康
寿
命
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３月議会最終本会議で令和８年度当初予算が可決

億　　　万円8,62084
一般会計当初予算

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総

額
は
、
84
億
８
千
６
２
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
５
億
１
千
９
８
８
万
円
、
６
・

５%
増
と
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
過

去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
肝
属
郡
医
師
会

立
病
院
再
整
備
事
業
に
加
え
、
神
川
地
区

に
建
築
予
定
の
子
育
て
支
援
住
宅
の
整

備
、
大
根
占
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
事
業
な

ど
の
計
上
に
よ
り
普
通
建
設
費
の
割
合
が

歳
出
全
体
の
28
・８%

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
投
資
的
経
費
に
よ
り
、
歳
入

に
占
め
る
基
金
と
地
方
債
の
割
合
は
32
・

６%

と
な
り
ま
し
た
が
、
自
主
財
源
の

根
幹
を
な
す
町
税
は
約
６
億
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
１

割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

一般会計予算額と地方交付税の推移
国からの地方交付税

財源の４割を依存する
Point ❶

80億

75億

70億

65億

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

平成29年～令和8年（10年間）

3232.6億.6億予
算
額

←
歳
出

一般会計当初予算の推移

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

前
年
度
比
約
５
億
２
千
万
円
の
増

地方交付税の推移

当
初
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要
と
地
方
交
付
税
の
推
移
、

行
財
政
改
革
を
進
め
る
錦
江
町
の
財
政
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

令和 8 年度

R7

3232.1 億.1億

66.4億65.2 億 64.2 億
633.1 億.1億61.7 億 62.5 億

7171.3 億.3億

3333.6 億.6 億
3131.7 億.7億3232.0 億.0億

3232.0 億.0億
3030.9 億.9億

3232.3 億.3億

7676.9 億.9億

付
税
は
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
、
依
存
度

の
高
い
財
政
構
造
が
続
い
て
い
ま
す
。
合

併
に
よ
る
優
遇
措
置
終
了
後
は
減
少
を
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
物

価
高
騰
対
策
な
ど
の
、
特
別
な
財
政
需
要

に
よ
る
算
定
項
目
の
追
加
で
、
こ
こ
数
年

は
32
億
円
前
後
で
推
移
。
今
年
度
は
、
人

件
費
や
物
価
高
へ
の
対
応
で
追
加
さ
れ
る

算
定
項
目
に
よ
り
、
33
億
７
千
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
地
域
医
療
の
拠
点
と
な

る
病
院
再
整
備
事
業
に
加
え
、
子
育
て
支

援
住
宅
の
整
備
、
公
共
施
設
の
更
新
や
維

持
補
修
費
に
多
額
の
費
用
も
見
込
ま
れ
ま

す
。
引
き
続
き
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
つ
つ
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
将

来
を
見
据
え
た
事
業
の
選
択
と
見
直
し
に

よ
り
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
、
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

7979.6 億.6億

3232.9 億.9 億

R8

85億

町税町税

地方交付税地方交付税

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

繰入金繰入金ほかほか

町債町債

人件費人件費

物件費物件費

維
持
補
修
費

維
持
補
修
費

扶助費扶助費

補助費補助費公債費公債費

普通建設費普通建設費

21 億21 億 5,410 万円5,410 万円
（25.4％）（25.4％）

33 億 7,000 万円33 億 7,000 万円
（39.7％）（39.7％）

6 億 225 万円（7.1％）6 億 225 万円（7.1％）

地
方
消
費
税
交
付
金

地
方
消
費
税
交
付
金

１
億
６
，
６
１
１
万
円
（

１
億
６
，
６
１
１
万
円
（
2.02.0
％
）
％
）

地方譲与税地方譲与税 9,222 万円9,222 万円
（1.1％）（1.1％）

11 億 9,680 万円11 億 9,680 万円
（14.1％）（14.1％）

24 億 4,019 万円24 億 4,019 万円
（28.8％）（28.8％）

10 億 8,167 万円10 億 8,167 万円
（12.7％）（12.7％）

12 億 3,280 万円12 億 3,280 万円
（14.5％）（14.5％）

９億 2,876 万円　９億 2,876 万円　
　（10.9％）　（10.9％）

１
億
３
，
５
３
８
万
円
（

１
億
３
，
５
３
８
万
円
（
1.61.6
％
）
％
）

9 億 838 万円9 億 838 万円
（10.7％）（10.7％）

繰
出
金

繰
出
金

４
億
２
，
２
０
９
万
円

４
億
２
，
２
０
９
万
円

（（
5.05.0
％
）
％
）

積
立
金

積
立
金
ほ
か
ほ
か

１
億
４
，
０
１
３
万
円

１
億
４
，
０
１
３
万
円

（（
1.71.7
％
）
％
）

使用料・手数料使用料・手数料
7,793 万円（0.9%）7,793 万円（0.9%）５億 9,976 万円５億 9,976 万円

（7.1％）（7.1％）

４億 6,922 万円４億 6,922 万円
（5.5％）（5.5％）

９億 5,461 万円９億 5,461 万円
（11.2％）（11.2％）

令和８年度一般会計予算［歳出］（性質別）

令和８年度一般会計予算［歳入］

▲令和８年度の「分かりやすい予算書」は６月の自治会使送便で全戸配布を予定しています

特別会計を含む令和８年度予算総額は 114 億 9,513 万円
　　　　　　　　一般会計 84 億 8,620 万円
　　　　　　　　特別会計（６事業）

国民健康保険事業 13 億 4,682 万円
後期高齢者医療事業特別会計 1 億 7,369 万円
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 12 億 5,396 万円
介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 878 万円
水道事業特別会計 1 億 6,384 万円
農業集落排水事業特別会計 6,184 万円

令和８年度の予算総額 114 億 9,513 万円

歳出

自主財源である町税は６億 225 万円で歳入全
体に占める割合のわずか 7.1%。地方交付税は
33 億 7,000 万円、国庫支出金５億 9,976 万円、
県支出金４億 6,922 万円となり、不足する財
源は基金を取り崩して財源に充てています。
歳入の４割を占める地方交付税には物価高へ
の対応費等の一時的なものも含まれており、安
定財源確保に予断を許さない状況です。

歳入 一般
会計

歳出一般
会計
歳出は前年度と比べ５億 1,988 万円の増額
となりました。肝属郡医師会立病院の再整
備事業に伴う本体工事が主な要因です。性
質別では普通建設費が最も多く 24 億 4,019
万円、物件費が 12 億 3,280 万円と続きます。
経常経費削減や事業見直しを図りながら行
財政のさらなる効率化を進めていきます。

６月に自治会使送で全戸配布

令和８年度の分かりやすい予算書

Point ❷

令和８年度の各会計予算総額は
114 億 9,513 万円で前年度にく

ら べ ４ 億 3,974 万 円
の増額となりました。
予算書を分かりやす
くまとめた冊子を全
戸に配布しますので
ぜひご覧ください。

84 億 8,620 万円

［一般会計予算］

性質別内訳

歳入

84 億 8,620 万円

［一般会計予算］

施政方針＆予算特
集 施政方針＆予算

「すべての人が自分らしく幸せに」暮らせるまちを目指して
特
集

60億

84.8億

3333.7 億.7 億

地方交付税は合併による優
遇措置、段階的に減少する
合併算定替激変緩和期間も
終了。自治体規模相応の交
付となるため今後は減少す
る見込みですが、子ども子
育て費や物価高への対応な
ど普通交付税の算定項目が
追加されることから令和８
年度は約 33.7 億円と分析
しています。

肝属郡医師会立病院の再整備事業に伴う本体工事が主な要因として、前年度
比５億 1,988 万円の増となった令和８年度の一般会計当初予算。持続可能な
まちづくりに向けた予算を施政方針に沿ってお伝えします。
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退職者

　
人
口
減
と
と
も
に
社
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も
大

き
く
変
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し
て
い
る
昨
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、
錦

江
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も
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の
適
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化
す
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ニ
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き
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人
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配
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と
個
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ス
キ
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構
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進
め
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い
ま
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４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

行
い
新
た
に
５
名
の
新
戦
力
を

加
え
た
錦
江
町
の
新
職
員
体

制
。
日
々
大
量
の
デ
ー
タ
が
飛

び
交
う
情
報
化
時
代
に
お
い
て

も
、
そ
の
情
報
を
使
い
制
度
を

作
る
、
そ
し
て
実
際
に
町
を
動

か
す
た
め
に
は
「
人
」
の
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
職
員
一
人
ひ
と
り
が

町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、「
す

べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
幸
せ

に
」
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

錦江町職員新体制
新たな戦力を加えた　108 名の町職員で令和８年度がスタート

「
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く

 

幸
せ
に
」
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
職
員
も
新
体
制
へ

宮園　守
健康保険課

令和８年３月 31 日付で７名の
錦江町職員が退職しました。福園　正夫

議会事務局

この度は錦江町職員としてこの町
にご縁をいただきました。前職は
鹿屋市で設備関係の仕事に従事し
ておりました。一日も早く仕事に
慣れ、町民の方々のお役に立てる
よう努力して参ります。

この度、錦江町職員として勤務
することとなり、大変光栄に思
います。皆さまとの交流を大切
にしながら、町に貢献できるよ
う精一杯努めてまいります。よ
ろしくお願いいたします。

この度は錦江町役場で働けるこ
とを大変嬉しく思っております。
まだまだ未熟ではありますが、
何事も全力で取り組み、日々学
びながら力をつけていきます。
よろしくお願いいたします。

錦江町で働かせていただけるこ
とに喜びとありがたいご縁を感
じています。今までの経験と錦
江町の良さを活かしながら、精
一杯頑張ります。よろしくお願
いいたします。

錦江町で生まれ育ち、この町で
働けることをとても嬉しく思い
ます。これまで支えてくださっ
た地域の皆さまへの感謝を忘れ
ず、少しでも町の力になれるよ
う精一杯頑張ります。

福永 浩介（38）

西 友美（41）

今隈 隼汰 （22）

木村 文昭 （39）

濱田 美月 （18）

ふくなが・こうすけ

にし・ともみ

いまぐま・しゅんた

きむら・ふみあき

はまだ・みづき

教育課 教育総務チーム（鹿児島市）

介護福祉課 介護チーム（鹿屋市）

観光交流課 観光交流チーム（錦江町）

政策企画課 政策企画チーム（愛知県）

政策企画課 政策企画チーム（錦江町）

意欲ある挑戦者が新たな風を吹き込む

一般枠、社会人枠を含めた５名の新規採用職員が各課に配
属され４月からそれぞれの業務がスタートしました。自己
紹介と決意もあわせて錦江町の新戦力をご紹介します！新規採用職員

所属課・チーム名（出身地）

邉志切　祐希
教育課

鍋田　美和
介護福祉課

川越　正治
介護福祉課

大浦地　毅
住民生活課

錦江町のお茶を初めて飲んだ際、その美味しさに大変驚きました。この
感動を大切に、錦江町茶の魅力を国内外へ広く発信し、世界中の方々に
届けられるよう精一杯頑張ります！どうぞよろしくお願いいたします。

「生まれ故郷である鹿児島のことを、もっと語れるようになりたい！」と、
東京⇔鹿児島の二拠点生活を始めて早１年。素敵な出会いをいただき、錦
江町に辿り着きました。これから何卒よろしくお願いします！

◀◀◀◀  森  裕
ゆ か り

可里 / 鹿児島市からの移住

東京都からの移住 / 谷口 由
ゆ か

佳 ▶▶▶▶

未来づくり専門員（起業型）

地域おこし協力隊制度とは

最長３年間で夢にチャレンジ

都市圏から意欲ある２名が新たに未来づくり専門員として着任しました。

総務省が進める地域活性化
政策のひとつで、都市部か
ら移住する人を自治体が募
集し地域おこし協力隊とし
て委嘱する制度。錦江町で
は地域課題解決に向けて
テーマを設定し、未来づく
り専門員として委嘱してい
ます。意欲のある都市住民
の感覚と、新たに吹き込む
風を地域活性化への起爆剤
として取り組んでいます。

４月１日、辞令交付後の年
度初め式において新田町長
が「町のおかれた環境をしっ
かりと認識し、町を持続さ
せるためにどんな手法をと
るべきか考えてほしい」と、
職員に訓示を述べました。

年度初め式で町長が訓示

未来づくり専門員（民間企業等受入型）受入事業者：光陽オリエントジャパン㈱ 

髙崎　満広
政策企画課

施政方針＆予算特
集 施政方針＆予算

「すべての人が自分らしく幸せに」暮らせるまちを目指して
特
集

野山　大輔
着任［南種子町立西野小学校］

人事異動

松澤　亮二
異動［南さつま市教育委員会］

教育課の松澤亮二参事兼指導主事が南
さつま市教育委員会へ異動されました。
後任として南種子町立西野小学校から
野山大輔参事兼指導主事が着任されま
す。また、政策企画課で病院再整備に
向けた業務を５年間担当された福島敬
晃さんが南大隅町に帰任されました。

福島　敬晃
帰任［南大隅町役場］
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課 等 課 長 等 参 事 ・
課長補佐等 チーム名 チーム

リーダー チーム員

総務課 坪内 裕二郎 総　　務 ［坪内 裕二郎］

小川　弘晃
（総務担当） 樗木　勇利 杉木　鈴奈

今村　学 坪内　なな子
小川　剛 田中　光 立切　美愛

未来づくり課 上吹越　寿次 ー ー 中島　裕二

政策企画課 馬庭　司 政策企画 ［馬庭　司］
萩原　修平 木村　文昭 松元 美菜代
小鷹　彩奈 濱田　美月

住民税務課 濵田　竜大
税　　務 桑原　直也

德永　雅信 笑喜　蓮太郎 宮下　裕吾
竹下　恭平 原田　愛華

住　　民 礒元　隆宏 長濵　幸治 益口　礼華 阿潟濵　美羽

介護福祉課 笹貫 新一郎
福　　祉 ［笹貫 新一郎］ 山下　知幸 神川　工樹 矢野　剛教

古川　公規

介　　護 畠中　裕文 金川　美穂 福留　徹也 坂元　慎哉
本村　貴浩 西　友美

健康保険課 舞原　千昭
健康増進 永濱 あけみ 大原　久美子 切通　淑美
保　　険 黒瀬　慎吾 上吹越 智子 中村　奈々 久保　尚之

産業振興課 木下　勝幸
経　　済 水流　賢一 時吉　健二 祝　大介 伊礼　幸司

生産振興 ［木下　勝幸］
池之上　和隆 小川　純一 伊藤　優輝
宮下　香陽

建　設　課 船迫　修一

［船迫　修一］
（大隅縦貫道対策室長）

蔵満　祐樹
（技術補佐）

建　　設 鳥井ヶ原 宣義 袖山　仁志 迫　尚樹 小原　慎吾

住宅水道 永田　宗成 壹岐　英星 笑喜　和也 平石　龍之介

会計管理者 藤崎 みずえ

会　計　課 ［藤崎 みずえ］ ー ー 壱㟢　浩二 平石　誠

鹿児島県からの派遣職員

課 等 課 長 等 課 　 長
補 佐 等 チーム名 チーム

リーダー チーム員

支所長 川路　昭典
観光交流課 山王　洋介 観光交流 宿利原 伸一 田㞍　健太 今隈　隼汰 平石　美優

住民生活課 [ 川路 昭典 ] 住民生活 馬場　満博
篠原　稔 徳永　勝志 牧原　弘弥

山元　大志 鶴田　明

産業建設課 池水　国博 経済建設 中野  好太郎
猪鹿倉　勝志 時吉　良美 上大薗　樹
舞原利博［再］小鷹敬志郎［再］

田代支所 〒 893-2492　肝属郡錦江町田代麓 827-1/ ☎ 0994-25-2511/FAX0994-25-2668

町長部局町長部局
町　長 新田　敏郎
副町長 有村　智明

異動者

本　庁 〒 893-2392　肝属郡錦江町城元 963/ ☎ 0994-22-0511/FAX0994-22-1951

職員配置図
［　］は兼務または併任、［再］は再任用新規採用者

教育長 鎌田　広文

課 等 課 長 等 課長補佐等 チーム名 チームリーダー チーム員

教 育 課 白井　寿子
 （参事兼指導

主事）

教育総務 ［白井　寿子］

川前　亮 前野　真隆 福永　浩介
▼以下学校給食センター
柿迫 佐由美 牧　奈津美 柳田　里美
馬込 さつき 有村 みゆき

▼以下小中学校
川邉　孝一 牧原　幸司

生涯学習 竹井 真知子 田代　眞介 原澤　政徳 持留　斗

議　　会
議会議長 浪瀨　亮祐
副議長 池田　行德
事務局 菖蒲　洋二 [ 久保　伸一 ] 渕田　由紀子

監査委員
代表監査委員 中村　　貢
監査委員（議会） 久保　勇太
事　務　局 [ 菖蒲　洋二 ] 久保　伸一 [ 渕田 由紀子 ]

農業委員会
会　長 安水　純一
事務局 坂口 美智代 東　健太郎 ［猪鹿倉　勝志］

選挙管理委員会
委員長 壱崎　紀男
事務局 [ 坪内 裕二郎 ] [ 川路　昭典 ]（次長） [ 田中　光 ]

教育委員会

課名等 チーム名等 直通番号 備　 考 課名等 チーム名等 直通番号 備　考
選挙管理委員会 ☎ 22-3040

健康保険課
保険（国保） ☎ 22-3041

本庁１階
国道側

議会・監査事務局 ☎ 22-3045 本庁３階
保険（衛生） ☎ 22-3044

住民税務課
税　　務 ☎ 22-3037

政策企画課 政策企画 ☎ 22-3032 本庁２階

住　　民 ☎ 22-3039

介護福祉課
福　　祉 ☎ 22-3042
介　　護 ☎ 22-3043

包括支援センター ☎ 22-3030
社会福祉協議会 ☎ 22-2000

総合交流
センター教　育　課

教育総務
☎ 22-0517会計課 ☎ 22-3038 本庁１階 生涯学習

産業振興課
経　　済 ☎ 22-3034

本庁１階
東　側

文化センター
生産振興 ☎ 22-3036 観光交流課 観光交流 ☎ 28-2488

田代支所
１　階

農業委員会 ☎ 22-3035
住民生活課 住民生活

☎ 25-2511
建　設　課

建　　設
☎ 22-3033水　　道 産業建設課 経済建設

住　　宅 未来づくり課 ☎ 25-1001 旧神川中学校跡

錦江町役場 電話番号一覧表

野山　大輔

鹿児島県（派遣職員）
大隅地域振興局（農村整備課） 田中　貴士 （総務課付）

鹿児島県後期高齢者医療広域連合（派遣職員）
事務局 永田　颯樹 （総務課付）
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